
　

市
と
市
内
で
段
ボ
ー
ル
製
品
を
製

造
す
る
王
子
コ
ン
テ
ナ
ー
株
式
会
社

長
野
工
場
（
齋さ
い
と
う藤
薫か
お
る

工
場
長
・
豊
科
）

は
１
月
27
日
、
市
役
所
で
「
災
害
時

に
お
け
る
物
資
提
供
等
の
協
力
に
関

す
る
協
定
」
を
結
び
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
災
害
発
生
時
に
市

の
要
請
に
基
づ
き
同
工
場
が
製
造
す

る
段
ボ
ー
ル
製
の
簡
易
ベ
ッ
ド
や
簡

易
ト
イ
レ
、
間
仕
切
り
な
ど
を
調
達
・

　

市
と
協
働
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る

市
区
長
会
で
は
「
地
域
を
考
え
る
研

究
集
会
」
を
１
月
23
日
、
市
役
所
を

主
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

と
し
て
の
区
の
役
割
を
考
え
、
区
が

抱
え
る
課
題
を
市
民
自
ら
解
決
し
て

い
く
地
域
力
向
上
を
図
る
た
め
の
情

報
交
換
の
場
と
し
て
開
催
し
た
も
の

で
す
。

　

当
日
は
、
各
区
の
区
長
や
役
員

の
皆
さ
ん
な
ど
約
３
５
０
人
が
参

加
。
宮
澤
市
長
は
人
口
減
少
時
代
を

迎
え
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
区
の

活
性
化
が
重
要
と
し
「
各
区
が
抱
え

る
課
題
解
決
に
向
け
、
情
報
を
共
有

し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。
ま
た
、
市
区
長
会
の
中な
か
た田
喜よ
し
お夫

会
長
は
「
市
民
の
身
近
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
で
あ
る
区
の
大
切
さ
を
再
認

提
供
し
、
市
が
そ
の
費
用
を
負
担
す

る
も
の
で
す
。

　

齋
藤
工
場
長
は
「
企
業
の
社
会
的

責
任
を
感
じ
、
身
が
引
き
締
ま
る
思

い
で
す
。
災
害
時
に
で
き
る
こ
と
を

考
え
、
今
後
も
地
域
に
貢
献
し
た
い
」

と
述
べ
、
宮
澤
市
長
は
「
大
規
模

災
害
発
生
時
に
は
避
難
所
で
必
要
な

ベ
ッ
ド
な
ど
が
確
保
で
き
ま
す
。
市

民
の
安
全
安
心
の
た
め
、
今
後
も
連

■
災
害
時
に
物
資
を
提
供　

市
内
事
業
所
と
協
力
協
定
締
結

■
各
区
の
抱
え
る
課
題
解
決
に
向
け　

研
究
集
会
開
催

識
し
て
ほ
し
い
」
と
参
加
者
に
呼
び

掛
け
ま
し
た
。

　

全
体
会
で
は
、
初
代
市
区
長
会
長

を
務
め
た
河か
わ
む
ら村
佳よ
し
じ次
さ
ん
（
穂
高
有

明
）
に
よ
る
基
調
講
演
や
、
事
例
発

表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
全
体
会
終
了

後
、
６
つ
の
テ
ー
マ
に
よ
る
分
科
会

も
行
わ
れ
、
各
区
の
抱
え
る
課
題
へ

の
問
題
提
起
や
解
決
に
向
け
て
意
見

交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

携
を
深
め
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
に
よ
り
、
災
害
時
、

市
の
備
蓄
品
で
は
対
応
で
き
な
い

想
定
以
上
の
避
難
者
が
発
生
し
た
際

に
、
避
難
所
で
使
用
す
る
ベ
ッ
ド
な

ど
の
物
資
を
迅
速
に
準
備
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

市民で歌うふるさとの校歌
　安曇野の自然や文化、子どもたちの健やかな成
長を願った校歌は、地域や年代を越えて、市民が
共有できる財産です。市内小中学校の校歌を通し
て、市の素晴らしさを再認識し一体感を高めます。

●日時　２月 27 日（土）
 午後１時から 3時 30 分まで
 （開場午後０時 30 分）
●場所　堀金総合体育館サブアリーナ
●主催　「市民で歌うふるさとの校歌」
 実行委員会
●入場　無料
●出演　コール明科、安曇野混声合唱団、とよし

な女声合唱団、ひいらぎコーラス、クリ
スタル・ハーモニー、小田多井コーラス、
扇町コーラス、たまゆら歌の会、三郷小
学校PTA「コーラスを楽しむ会」（出演順）

●内容　市内小中学校の校歌の合唱
飯沼信義さんの講演
（市内５校の校歌の作曲者 ･安曇野市出身）

問「市民で歌うふるさとの校歌」実行委員会
　安藤さん　 090・8329・8611

　

明
科
潮
沢
区
矢
越
と
筑
北
村
滝
上

峡
と
を
結
ぶ
国
道
４
０
３
号
の
矢
越

防
災
事
業
の
主
要
事
業
と
な
る
新
矢

越
ト
ン
ネ
ル
（
延
長
１
０
４
３
メ
ー

ト
ル
）
の
貫
通
式
が
１
月
27
日
、
現

地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
発

注
者
の
県
松
本
建
設
事
務
所
を
は
じ

め
、
市
が
加
盟
す
る
国
道
４
０
３
号

（
千
曲
安
曇
野
間
）
道
路
整
備
促
進
期

成
同
盟
会
を
構
成
す
る
沿
線
自
治
体

の
関
係
者
な
ど
約
１
１
０
人
が
出
席
。

式
典
で
は
、
貫
通
点
の
通
り
初
め
な

ど
が
行
わ
れ
、
ト
ン
ネ
ル
の
貫
通
を
祝

い
ま
し
た
。

　

宮
澤
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
「
地
域
住

民
の
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
、

市
と
筑
北
地
域
の
交
流
が
一
層
進
む
よ

う
期
待
し
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

国
道
４
０
３
号
は
、
中
信
地
域
と

東
北
信
地
域
を
結
び
、
安
曇
野
・
筑

北
両
地
域
の
発
展
を
支
え
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
県
の
震
災
対
策
緊
急
輸

■
安
曇
野
・
筑
北
地
域
を
結
ぶ　

新
矢や

ご
せ越

ト
ン
ネ
ル
が
貫
通送

路
に
指
定
さ
れ
る
な
ど
、
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
矢

越
―
滝
上
峡
間
は
、
道
幅
が
狭
い
上
、

急
カ
ー
ブ
や
落
石
な
ど
危
険
箇
所
も

多
く
、
市
を
は
じ
め
沿
線
自
治
体
で

は
、
道
路
改
良
を
要
望
し
て
き
ま
し

た
。
事
業
は
、
今
後
、
ト
ン
ネ
ル
坑

内
工
事
や
筑
北
村
側
の
橋
梁
建
設
工

事
、
取
り
付
け
道
路
工
事
な
ど
を
行

い
、
平
成
29
年
３
月
に
工
事
が
完
了

す
る
予
定
で
す
。

■記念事業（３月の予定）

■記念事業ピックアップ

開催時期 事業名 開催場所
3月5日 学びのつどい（演奏会）（市） 堀金総合体育館

3月5日
ヒダノ修一 with 太鼓マス
ターズコンサート 2016 in
安曇野（市）

穂高交流学習センター
「みらい」

3月19日 あづみのジュニアクラシック
音楽会（市）

穂高交流学習センター
「みらい」

（市民）市民の皆さんが、開催する事業に「市制施行10周年記念」
の冠を付けて行う事業、（市）市が開催する事業に「市制施行10
周年記念」の冠を付けて行う事業、（市民提案）市民の皆さんが
自主的に行う活動を補助金により支援する事業（上限 50万円、
100％補助）や市民の皆さんと協働で行う事業

分科会の様子（地域の安全は地域で守る・
塩川原区「子供隊」の活動発表）

調印を終えた齋藤工場長（右）と宮澤市長

市制施行10周年記念事業

貫通点で握手をする筑北村関川芳男村長（右）と宮澤市長

市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

市政トピックス
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